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１．はじめに 

近年 ,都市部における沿道等の熱環境の改善およびヒートアイランド現象の緩和を目的とし
て ,路面温度上昇抑制を期待した保水性舗装が施工されている .しかし ,保水性舗装は保水期間が
１日程度といわれており 1) , 路面温度上昇抑制効果を持続させ
るためには ,散水などによる水の供給が必要である . 
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ァルト混合物）そこで ,筆者らは ,舗装体内に貯水槽を設け ,雨水等を貯水し ,そ

の水を連続的に表層に供給する｢水循環型揚水性舗装｣(以下 ,揚
水性舗装 )の開発を試みた .  
開発にあたり ,揚水機能を有する路盤 (以下 ,揚水路盤 )が必要

であるため ,材料および配合について検討することとした .本文
は ,揚水路盤について検討した結果をとりまとめたものである .  
２．揚水性舗装の概念 

揚水性舗装の概念は ,図-1 に示すように ,雨水を集水口 (開粒度ア
スファルト混合物 )より集め ,貯水槽に一時貯留した後に ,貯水槽内に
設けた揚水機能を有した材料により水を路盤に供給し ,揚水路盤に
より表層に供給する .表層に供給された水は ,表層表面から空気中に
蒸発し ,路面温度の上昇を抑制する .そのため ,揚水路盤は高い揚水能
力が必要である . 
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３．揚水路盤の検討 
表-1 検討揚水材物理性状

*：吸水率が極めて高い材料であり表乾状態の
見極めが困難であるため、目安の値である

名　称 吸水率 (％) 最大粒径 (mm)

植物繊維 (顆粒) 15* 0.6

植物繊維（微粉） 15* 0.075

フライアッシュ 10* 0.075

細砂 1.96 0.6
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揚水路盤は,図-2 に示すように骨材の間隙に揚水能力の高

い材料(以下,揚水材)を充填し,その毛細管現象により水を下

から上に揚げる構造とした.また ,揚水路盤は ,供用中常に湿
潤状態に曝されることから ,揚水材の流出やそれに伴う支持
力低下が懸念されるため ,揚水材をセメントで固化 (以下 ,揚水
モルタル )することとした . 
(1) 揚水モルタルの配合  
揚水モルタルの揚水能力は ,揚水材の吸水率

および粒度に影響されると考えられるため ,表
-1 に示す吸水率および最大粒径の異なる材料

を選定し ,図-3 および表-2 に示すような揚水試
験を行った .ここで ,細砂を除く揚水材は舗装用
骨材に比べて単位体積質量が約 1/2 と小さいため ,
以後の検討はすべて体積比で行うものとし ,セメン
ト量は各材料とも暫定的に 10vol％とした .試験結果
は図-4 に示すとおりである . 図から ,植物繊維 (顆
粒 )を添加した揚水モルタルの能力が最も高いこと
がわかる .これは ,植物繊維の粒子自体が多孔質構造
で吸水性に富んでおり ,締め固めると粒子間にも微
細な間隙が形成され ,これらが毛細管現象に適した
大きさであるためであると考えられる .つぎに ,揚水モルタルのセメント量の決定を行うため ,先
に選定した揚水モルタルのセメント量を変化させ表-3 に示すような試験条件で ,湿潤 ,乾燥を繰  
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図-4 揚水試験結果

○は供試体上面が湿潤になった時間
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り返し ,質量変化の測定を行った .試験結果は図-5 に示
すとおりである .図から ,セメント添加量は 10vol％以
上であれば ,湿潤 ,乾燥の繰り返しによる質量損失率が
小さくなる結果が得られた .  

表-3 湿潤、乾燥の繰り返しによる損失量試験条件
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(2) 路盤材の配合 

揚水路盤の配合の検討は ,3 種類の単粒度砕石と揚
水モルタルの混入率を変化させて図-3 に示す方法で

揚水試験を行い ,10 分間当たりの揚水高さにより揚水
能力の評価を行った .試験結果は図-6 に示すとおりで
ある .図から ,揚水モルタルの混入率の増加に伴い揚水
能力は向上する .特に ,5 号砕石を用いた場合には約
35%を境にして急激に揚水能力が向上し ,６ ,７号砕石
を使用した場合に比べて高くなることがわかる . 
これは ,５号砕石により形成される個々の間隙の径

能力 確認 

力を確認するために図-7

に

で路面温度上昇

りに 

,揚水路盤は表層への揚水能力を十分に有しており 舗装体としても保水性舗装の

価

,阿部：保水性舗装の路面温度に関する検討,平成 14年東京都土木技術研究所年報 p.53～64,2002.9 
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が大きいことと ,５号砕石の実績率が約 63％であり ,
間隙率を簡易的に求めると約 37％となることより ,
揚水モルタルの混入率を 35％程度とすると間隙に
揚水モルタルが十分に充填され ,揚水能力が十分に
発揮されるためである .また ,揚水モルタルの混入率
が 37％を超えると骨材のかみ合わせ効果が失われ ,
強度の低下が考えられる .以上より ,揚水路盤の配合
は ,５号砕石を使用し ,揚水モルタルの混入率を 35％
とした .なお ,揚水路盤の一軸圧縮強さは約１MPa で
ある . 
４．揚水 の

図-6 揚水試験結果
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示すような室内モデルを作製し ,ランプ照射
試験により路面温度上昇抑制効果および効果

の持続性について検証を行った .なお ,表層およ
び貯水槽は ,それぞれ当社保水性舗装およびポ
ーラスコンクリートブロックを使用した .表-4
はランプ照射試験条件を示したものである .試
験結果は ,図-8 に示すとおりである . 
 図から ,保水性舗装は ,2 サイクル目

図-8 室内モデルによる効果の検証結果
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抑制効果の低下がみられたのに対して ,揚水性舗装は
効果の低下がみられなかった .また ,蒸発量についても
路面温度上昇抑制効果と同様な傾向がみられた .この
結果より ,揚水路盤は温度低減効果に必要な水を表層
に十分に供給していることがわかる . なお ,本検討断
面により ,構内で試験施工を行い ,同様の結果が得ら
れた . 
５．おわ

, 本検討より

課題とされている路面温度上昇抑制効果の持続性を向上することができることが確認できた . 
今後は ,実路での試験施工を行い ,効果および耐久性について検証していくとともに ,構造的評
を行い揚水性舗装の適用範囲の検討を行いたい . 
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